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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、この期間中に２属の新しい恐竜（カムイサウルス・ジャポニクスお
よびヤマトサウルス・イザナギイ）を命名したことである。これらの研究によって、恐竜時代最末期の日本には
多様な恐竜が生息していたことを示し、さらに両恐竜が属すハドロサウルス科の起源や進化が明らかになった。
ヤマトサウルスの研究によって、ハドロサウルス科の起源は、日本を含むアジア東端地域が重要であるというこ
とが判明し、カムイサウルスの研究によってハドロサウルス科は北米の海岸線の環境で多様化したことが示され
た。世界で化石記録が稀である海成層からの恐竜化石の産出は、日本の特徴であり今後の研究が期待できる。

研究成果の概要（英文）：The main results of this study was the naming of two genera of new dinosaurs
 (Kamuysaurus japonics and Yamatosaurus izanagii). These studies showed that high diversity of 
dinosaurs lived in Japan at the end of the dinosaur era, and further revealed the origin and 
evolution of the Hadrosauridae. A study of Yamatosaurus revealed that the origin of the 
Hadrosauridae was important in the easternmost region of Asia, including Japan, and a study of 
Kamuysaurus showed that the Hadrosauridae diversified in the North American coastline environment. 
The occurrences of dinosaur fossils from the marine deposits, where fossil records are rare in the 
world, is a characteristic of Japan and future research can be expected.

研究分野：古脊椎動物学

キーワード： 恐竜
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本は、従来恐竜化石が少ないとされていた。特に、恐竜時代最末期の化石は少なく、恐竜の概念は欧米や中
国・モンゴルを基としたものであり、日本の恐竜の世界が不明であった。しかし、本研究によって日本には多く
の恐竜化石が眠っていることを示し、日本の恐竜が世界的にみても重要なものであることを示すことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
平成 25 年，日本史上最高の恐竜骨格化石が北海道から発見され，日本恐竜研究の歴史が変
わる．平成 25年７月，北海道むかわ町穂別に分布する上部白亜系函淵層の海成層（約 7,200
万年前の外側陸棚堆積物，水深およそ 80～200 メートルの範囲内）からハドロサウルス科
（通称“むかわ竜”）の骨格の一部が確認された．平成 25・26 年，北海道大学総合博物館は，
むかわ町穂別博物館と共同恐竜発掘を行ったところ，頭骨を含む全身骨格を発掘する．その
後，今年度まで骨を岩から取り出すクリーニング作業を行ったところ，７割を超える最高の
保存状態の恐竜全身骨格であることがわかった．その全長は８メートルほどで，このような
大型恐竜の全身骨格は，本邦初の発見となった． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，次の４つの問いに集約される.まず，「“むかわ竜”は新しい恐竜（親属新
種）なのか？」ということだ．特に，日本にとって白亜紀後期というこれまで未知であった
恐竜世界に，“むかわ竜”は，初めて命名までたどり着ける唯一の全身骨格であるのだ．次
に，「“むかわ竜”は，ハドロサウルス亜科なのかランベオサウルス亜科なのか？そして他の
恐竜との関係は？」という問いだ．これは，“むかわ竜”が新属新種であるかということだ
けでなく，他の恐竜との関係性を解明し，“むかわ竜”がどれくらいどのように進化した恐
竜なのかを解明するものだ．さらに，“むかわ竜”が発見された時代が興味深い．この恐竜
は約 7,200 万年前に生息しており，ハドロサウルス科が北米からアジアに移動した２回目
の時期と重なる．そこで，三つ目の問いは，「“むかわ竜”はいつどこからやってきたのか？」
である．系統樹を使った解析によって，“むかわ竜”が２度目の移動の波に乗ってきたのか，
それとも独自にアジアそして日本に渡ってきたのかを明らかにする．そして，最後の問いは，
「“むかわ竜”は白亜紀終わりのユーラシア大陸においてハドロサウルス科の多様化を支持
するのか，衰退を支持するのか？」ということだ．大型の植物食恐竜の多様性の変化は，当
時の生態系の変化に同調している可能性が高く，“むかわ竜”を用いた白亜紀末におけるハ
ドロサウルス科の形態多様性の研究は，恐竜絶滅のメカニズムを知る上で重要なものとな
る． 
 
３．研究の方法 
本研究の手法は，“むかわ竜”の（１）クリーニング作業と骨の修復，（２）骨のデジタ
ル化，（３）記載，（４）比較研究，（５）系統解析，（６）古生物地理学的研究，（７）白
亜紀末の形態の多様性の変化の解析の大きく７つに分けることができる．一つ一つの形状
を骨学的に詳細に記述する「記載」，世界中に棲んでいた“むかわ竜”の仲間であるハド
ロサウルス科との「比較研究」，新しい恐竜だった場合「命名」，骨の特徴をコード化し統
計解析による「系統解析」，そして得られた系統樹を使って，“むかわ竜”の起源や系統
樹から得られた形質の変化をたどりハドロサウルス科全体の多様性の変化，特に白亜紀末
に向けてのアジアから見つかっているハドロサウルス科の多様性の変化を検証した． 
 
４．研究成果 
本研究の成果は，この期間中に２属の新しい恐竜（カムイサウルス・ジャポニクスおよび
ヤマトサウルス・イザナギイ）を命名したことである． 
北海道むかわ町穂別で発見された国内最大の恐竜全身骨格である，通称「むかわ竜」が比
較研究と系統解析の結果，新属新種の恐竜であることを明らかにし，「カムイサウルス・ジ
ャポニクス」という学名を命名した．この学名の意味は，「日本の竜の神（日本の神トカゲ）」
である．カムイサウルスは，系統解析の結果，ハドロサウルス科ハドロサウルス亜科エドモ
ントサウルス族に属し，ロシアのケルベロサウルスと中国のライヤンゴサウルスに近縁な
恐竜であることがわかった．組織学研究の結果，カムイサウルスは，年齢が 9歳以上の成体
で，体長 8メートル，体重 4〜5.3 トンの恐竜であることが判明した．また，カムイサウル
スの頭の骨である前頭骨には，鼻骨との大きな関節面があり，トサカを持っていた可能性が
示唆される．そのトサカは，北米から発見されているブラキロフォサウルスの亜成体が持つ
トサカのような，薄く平たいトサカであったと考えられる．カムイサウルスを含むエドモン
トサウルス族の最新共通祖先は，現在のアラスカを通じてアジアと北米に広く分布してい
たが，カムイサウルスとケルベロサウルスとライヤンゴサウルスの仲間（クレード）は，カ
ンパニア期には極東地域に存在し，その後独自の進化を遂げたと推測された．カムイサウル
スは，海成層から発見されてるが，本研究の解析により，初期のハドロサウルス科にとって，
海岸線を生息環境としていたことが多様化に大きく寄与していることが判明した． 
次に，本研究によって淡路島の恐竜化石が，ランベオサウルス亜科ではなく，原始的なハ



ドロサウルス科であることを明らかにし，新属新種として「ヤマトサウルス・イザナギイ（伊
弉諾の倭竜という意）」と命名した．これまでハドロサウルス科の大繁栄の鍵は，食に関わ
る顎や歯の進化だとされていたが，本研究によって，肩や前肢の進化が，ハドロサウルス科
の起源において重要であることを示唆した．ハドロサウルス科の起源においては長年の議
論が行われているが，本研究では起源がアジアとアメリカ東部（アパラチア）にあり，その
後大繁栄を始めた場所はアジアであることを示唆した．また，ヤマトサウルスは，約 2千万
年前に現れたハドロサウルス科の生き残りの可能性があり，当時の東アジアは，原始的なハ
ドロサウルス科において，2千〜3 千万年間のレフュジア（昔のままの種が残存している地
域）であった可能性を示唆した．白亜紀末の地層から，原始型（ヤマトサウルス）と進化型
（カムイサウルス）の産出をアジアで初めて確認し，恐竜の生活圏の地域性を表している可
能性を提唱した． 
これらの研究によって，恐竜時代最末期の日本には多様な恐竜が生息していたことを示し，
さらに両恐竜が属すハドロサウルス科の起源や進化が明らかになった．ヤマトサウルスの
研究によって，ハドロサウルス科の起源は、日本を含むアジア東端地域が重要であるという
ことが判明し，カムイサウルスの研究によってハドロサウルス科は北米の海岸線の環境で
多様化したことが示された．世界で化石記録が稀である海成層からの恐竜化石の産出は，日
本の特徴であり今後の研究が期待できる． 
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